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0嬬恋村

右/アサギマダラが集まる桟敷山の中腹。登山「はり徒歩約10分 (写真 赤木道紘)
左/桟敷山の麓から車で10分程:の場所にある「たまだれの滝」(写真提供/吾妻FjI光連‖1)

ふわりふわりと風に乗り、海を越えて旅をするアサギマダラ。青空の下に広がる群生はヨッバヒヨドリ (写真/佐藤英治)
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涼
や
か
な
高
原

へ
、

爽
や
か
な
水
辺
で
。

そ
こ
で
は
驚
く
べ
き
虫
の
暮
ら
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

渡
り
鳥
の
よ
う
に
海
を
越
え
て
「ネ
す
る
チ
ョ
ウ
」
が
い

る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
名
は
ア
サ
ギ
マ
グ
ラ
。
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
南
西
諸
島
か
ら
光
上
し
、
本
州
の
出

地
な
ど
で
夏
を
過
ご
し
て
世
代
交
代
し
た
後
、
秋
に
は
新

し
い
成
虫
が
光
か
ら
南

へ
と
ネ
を
す
る
。

長
野
と
の
県
境
に
近
い
嬬
恋
村
の
桟
敷
山
。
そ
の
中
腹

に
広
が
る
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
の
群
生
地
は
、
夏
に
た
く
さ

ん
の
ア
サ
ギ
マ
グ
ラ
が
訪
れ
る
、
チ
ョ
ウ
の
名
所
で
あ
る
。

花
の
蜜
を
吸
う
ア
サ
ギ
マ
グ
ラ
を
よ
く
見
る
と
、
後
翅

に
黒

い
斑
紋
（性
標
）
の
あ
る
チ
ョ
ウ
が
見

つ
か
る
。
一
）れ

が
雄
。
性
標
が
な
い
方
が
雌
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
花
に
や

っ
て

く
る
雌
に
対
し
て
、
雄
は
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
や
フ
ジ
バ
カ

マ
な
ど
、
特
定
の
花
を
好
ん
で
訪
れ
る
習
性
が
あ
る
。
な
ぜ

雄
は
花
を
選
り
好
み
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
ア
サ
ギ

マ
グ
ラ
の
雄
が
求
愛
行
動
を
取
る
際
の

腹
部
の
先
端
の
ヘ
ア
ベ
ン
シ
ル
（発
香
器
官
）
と
性
標
か
ら

分
泌
す
る
ク
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
ク
と
関
係
が
あ
る
。
雄
が
好
む

特
定
の
花
に
は
、
実
は
共
通
の
有
毒
成
分
（ピ
ロ
リ
ジ
ジ
ン

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
）
が
含
ま
れ
て
い
て
、
雄
は
吸
蜜
な
ど
を
通

し
て
こ
の
成
分
を
摂
取
し
、
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
作
る
原
料

専門ガイドと共に桟敷山のアサギマダラを訪ねるプログラムもあります。詳しくは浅間・吾妻エコツーリズム協会のホームページ
hi卜 p//o(olotlrl、 iη O「 lr)/ndr,x hlmlを ご覧ください。 (1,ル ||1今  |11」R吾妻線「万座・鹿沢口駅」から車で約40分      16

アサギマダラの雄(標本はぐんま昆虫の森蔵)
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毎年、イ‖馬りitの 各地で

マーキング1調査が行われ、

|り捕犯、1呼 捕々独などが

言己録さブしている(●自1)(,

※MAPは「ぐんま1と虫の
森J調べ

恋
村
］
旅
す
る
チ

ョ
ウ
、

群馬県
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ア

鳥曜が特填
幼虫と食草
イケマ(写真 ド)やキジヨラン

などイ「与ケ成分を含む力t物を

何の1川題もなく食べ、さらに

ヽ
つ

そのイ「1ケ成分で自分の身を
′、i:ることが知ら′している(写

メ〔 林将之)

tノ
_ キ〕/7J司 1凝

/11にマーキングされたアサ

ギマダラ /11に湘1141の ペン

でマーク(捕

`1地

・ll獲 考

名・11体番りの略 )が 11「き

込まれている

(写真 1/藤 英治 )

虫tli

金色,I紋のあるだるま形の

11は 、人敵にそのFf在を誇

/Jミしているかのようだ。

(幼虫と11の
'メ
真 安||1守 )

゛ 1"|・ '

守W特ヤ砕
f)湾やマレーシアなどに′li′ U、するカバシタアゲハというチョ

ウは、アサギマダラにそっくりの姿をしている.姿を似せるこ

とでノ(敵から身を
′、「 っているのかもしれな

い.

(カ バシタアゲハ写メ( lJ藤英治)

イラスト なかむらるみ ※16～ 21Pの イラストはイメージです(,

:11‐「| ■ 111111 1■ :11111111ピ IⅢ イ|‖  ■|lrl.ヽ   桟敷山までのアクセスについては、嬬恋村役場観
光商工課 蟹η79961515ま でお問い合わせください。 取材協力 赤木道紘 (浅間・吾妻エコツーリズム協会)

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
毒
が
体
内
に
あ
る
お
か
げ

で
、
成
虫
は
鳥
や
ク
モ
な
ど
の
天
敲
か
ら
襲
わ
れ
に
く
く

な
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
吸
蜜
植
物
に
含
ま
れ

る
有
毒
成
分
は
、
ア
サ
ギ
マ
グ
ラ
の
繁
殖
行
動
に
不
可
欠

な
成
分
で
あ
る
と
同
時
に
、
防
御
物
質
と
し
て
の
役
割
を

も
果
た
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
チ

ョ
ウ
が
な
ぜ
長
距
離
移
動
を
す
る
の
か

ど
の
地
を
中
継
し
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
ネ
を
す
る
の
か
に
つ

い
て
は
謎
が
多

い
。
そ
こ
で
渡
り
の
ル
ー
ト
を
解
明
す
る

目
的
で
、
毎
年
、
日
本
各
地
で
マ
ー
キ
ン
グ
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
マ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
移
動
中
の
ア
サ
ギ
マ
グ
ラ

を
捕
獲
し
て
翅
に
必
要
な
情
報
を
書
き
、
そ
の
個
体
を
再

び
放

つ
こ
と
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
本
州
な
ど
で
捕
獲
さ

れ
た
も
の
が
、
晩
秋
や
冬
に
鹿
児
島
の
離
島
や
沖
縄
で
確

認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

飛
び
方
も
ほ
か
の
チ
ョ
ウ
と
は
ひ
と
味
違

い
、
紙
飛
行

機
の
ご
と
く
気
流
に
乗

っ
て
、
いヽ
わ
り
ふ
わ
り
と
優
雅
に

空
を
舞
う
ア
サ
ギ
マ
グ
ラ
。
こ
の
夏
は
さ
わ
や
か
な
嬬
恋

村
の
高
原
を
訪
ね
、
謎
多
き
「旅
す
る
チ
ョ
ウ
」
と
末
の
間

の
出
会

い
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

長
岡
オ
フ
ィ
ス
・ア
ル
カ
デ
ィ
ア

◎
「抜
群
の
ア
ク
セ
ス
環
境
」
東
京
か
ら
約
９０
分

◎
「魅
力
あ
る
価
格
」
２ｍ
あ
た
り
９
，８
０
０
円
か
ら

◎
「高
度
な
技
術
力
」
歴
史
あ
る
工
作
機
械
産
業

◎
「優
れ
た
人
材
の
宝
庫
」
３
大
学
１
高
専
が
集
積

◎
「積
極
的
な
支
援
体
制
」
用
地
取
得
費
２５
％
補
助

※詳細は、お気軽にご相談ください。

各主要都市との交通アクセス

●9,800円 /雨～12.500円 /d

(各種優遇制度〕

●長岡市土地企業立地促進補助金

(用地取得費の250/0)

●最長8年間 電気料金の約500/0を

給付

●固定資産税課税免除 (3年 )など

●賃料 :358円/M・ 年より
(保証金は実質賃料の 18ヶ月分 )

(2年霙晃鵠鉤綸
~ン

)
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